
この広報紙は、赤い羽根共同募金の助成を受けて発行しています。

【
主
な
内
容
】

みんなの畑ikoiko
6月12日(木)みんなの畑で
高田小学校の１年生と
「さつまいもの苗植え」
を行ないました
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会⾧就任のごあいさつ
社会福祉法人陸前高田市社会福祉協議会

会 ⾧ 菊 池 満 夫

この度、 任期満了につき役員、評議員が選任されましたのでご紹介いたします。

私こと、このたび令和７年６月２４日に開催されました理事会に
おきまして会⾧に選任されました菊池満夫でございます。就任に際し
ましては、職責の重さを痛感しております。

これまで、佐々木前会⾧が地域福祉の向上と発展のために尽力さ
れましたことに深く敬意を表するとともに、引き続き「健康で安心し
て暮らせる支え合いのまちづくり」を基本理念に、福祉はみんなで支
え合うという「思いやり」と「助け合い」の心を大事に活動してまい
ります。

陸前高田市社会福祉協議会 役員 任期:令和７年６月２４日から令和８年度に
関わる定期評議員会終結の時まで

社会福祉法人陸前高田市社会福祉協議会

熊 谷 賢 一理 事渡 邊 克 己理 事

臼 井 秀 子理 事坂 下 睦 美理 事

⾧ 野 純 一理 事菅 野 稔理 事

柳 下 房 子理 事新 沼 幸 男理 事

安 田 留 美理 事
（常務理事）吉 田 雄 幸理 事菅 野 賀 一理 事

佐 藤 公 哉監 事藤 野 貢理 事千 葉 輝 雄理 事

熊 谷 完 士監 事黄川田 純 一理 事佐 藤 信 一理 事

会 ⾧ 菊 池 満 夫
副会 ⾧ 石 川 宏
副会 ⾧ 伊 藤 昌 子

陸前高田市社会福祉協議会 評議員 任期:令和７年６月２４日から令和10年度に
関わる定期評議員会終結の時まで

子ども読書支援グループおはなしぺパン
馬 場 幸 子

広田地区民生委員児童委員協議会
菅 野 タエ子

矢作地区民生委員児童委員協議会
小 田 正 明

陸前高田市校⾧会
佐々木 伸

(福)愛育会
吉 田 和 正

横田地区民生委員児童委員協議会
村 上 啓 子

陸前高田市老人クラブ連合会
戸 羽 照 夫

(福)燦々会
千 葉 昭 郎

竹駒地区民生委員児童委員協議会
菅 野 正 明

(公社)陸前高田市シルバー人材センター
村 上 安 子

(福)陸前高田市保育協会
及 川 昇

気仙地区民生委員児童委員協議会
菅 野 久 平

陸前高田ライオンズクラブ
伊 藤 勇 一

朗読ボランティアつばきの会
若 杉 たき子

高田地区民生委員児童委員協議会
菅 野 礼 子

陸前高田ロータリークラブ
中 野 貴 徳

陸前高田地区更生保護女性の会
伊 藤 清 子

米崎地区民生委員児童委員協議会
佐 藤 博

陸前高田商工会
伊 東 孝

手話サークルコスモス
鈴 木 郁 男

小友地区民生委員児童委員協議会
佐 藤 ます子

近年、少子高齢化や人口減少に加え、人と人とのつながりの希薄化による孤立化やひきこもり、
⾧引く円安や物価高騰などによる生活困窮者の増加など地域福祉の課題は複雑化、多様化しています。

社会福祉協議会では、第２次地域福祉活動計画と市の第２期地域福祉計画とが連動した地域の互
助、共助の推進を目指し、支え合いや組織体制の基礎づくりを行い、地域福祉の一層の充実に努めて
まいりますので、これまで同様、皆さまのご理解とご協力、ご支援を心よりお願い申し上げ、就任に
当たってのご挨拶といたします。

新 役 員 ・ 新 評 議 員 の ご 紹 介



○ 介護保険訪問介護 提供延件数 １,８７３件

○ 障がい者訪問介護 提供延件数 ３,０５７件

○ 障がい者移動支援 提供延件数 ４４７件

○ 居宅介護支援
要介護提供件数 ５５２件／要支援提供件数 ４７件

○ 通所介護 登録者数 ２０人
要介護提供件数 １，４１３件／要支援提供件数 ２９０件

○ ふれあい教室（児童発達支援）
登録者数 ３４人／のべ利用人数 ６４４人

○ 第2次地域福祉活動計画策定に向けた取り組み
（１）１１地区で地域福祉懇談会を開催
（２）地域福祉座談会（関係団体）を開催
（３）策定委員会 3回開催

○ 社協広報誌の発行 １２回

○ うるおいとやすらぎの家事業
助成金交付額 １，９１０，０００円／１１地区

○ ふれあいネットワーク事業 対象者 １名

○ こんにちは赤ちゃん訪問事業
５２名の赤ちゃんを祝福

○ 陸前高田市福祉大会の開催（令和6年11月30日）
第Ⅰ部 表彰式典
第Ⅱ部 地域福祉記念講演
講 師:マーベルハート主宰／心理カウンセラー

太田 夏江 氏

○ 車両移送型移動支援事業「おひさま」
登録者数 340名／利用延回数 1，867回

○ 支え合いマップ作成事業
①広田町 袖野、小⾧洞、⾧洞 ②広田町 田端

○ 福祉団体への助成 ２３０，０００円／3団体

社会福祉法人陸前高田市社会福祉協議会 令和６年度事業・決算報告

【 主 な 事 業 内 容 と 実 績 】令和6年度の具体的な取り組みを以下のとおり報告いたします。

本会では、令和3年度から『健康で安心して暮らせる支え合いのまちづくり』を基本理念
とする『第1次陸前高田市地域福祉活動計画』に基づき、各種の地域福祉推進事業に取り組
みました。本計画は陸前高田市が策定した『第1期陸前高田市地域福祉計画』に呼応した4
か年を期間とした民間の実践的な行動計画であり、令和6年度は計画の最終年度として、特
に以下の事業について重点的に実施いたしました。

地 域 福 祉 事 業

○ 生活福祉資金 相談件数 239件 貸付件数 5件
福祉資金（福祉費） ４７２，０００円
教育支援資金 3，５３５，０００円

○ 生活困窮者自立支援事業 相談件数 ９６件

○ 緊急食糧支援 提供延回数 ５２回／６５名

○ フードパントリー 提供世帯 343世帯

○ お弁当届けようプロジェクト 提供世帯 110世帯

○ 畑プロジェクト収穫物提供 提供世帯 171世帯

○ 成年後見制度推進事業 相談件数 93件

○ 日常生活自立支援事業（あんしんねっと）
利用者数 ２0名

○ ボランティア活動保険の加入促進

○ 市民ボランティアの登録 55名、26団体

○ 市内外ボランティアのマッチング 4件

○ 福祉ボランティア講座 2回

○ 災害ボランティアセンター応援派遣
（１）能登半島地震
（２）大船渡市林野火災

○ 生活支援相談員の配置
訪問対象世帯数 219世帯／対応延件数 ２，０６３件

○ 市民交流プラザの運営
延べ来訪者数 下和野 ３，７３０名

中 田 ２，１２２名

○ 介護予防・いきいきライフ事業
開催数 ２４回／参加数 ３８１名

○ 地域支え合い活動推進事業
協議体設置 1１地区
地域支え合い活動推進員研修会

○ りくぜんたかた制服バンク
回収件数 24件／138点 提供件数 37件／92点

○ コミュニティ交流支援 車両貸し出し業務 2回

○ 福祉バス貸出事業 利用実績 29団体 66回

○ 生理用品サポート事業「ミモザプロジェクト」
市内16ヶ所へ配置（提供数 ６１１個）

○ 拠点事業
①みんなの畑ikoiko 開催日47日／利用者110名
②交流室 開催日244日／利用者710名

在宅福祉事業

福 祉 サ ー ビ ス 利 用 支 援

○ 陸前高田市民生委員児童委員協議会

○ 陸前高田市老人クラブ連合会

○ 陸前高田市ボランティア連絡協議会

ボランティア活動センター

福祉団体との共同事業



資金収支計算書 （自）令和6年４月１日 （至）令和7年３月３１日

決 算 額勘 定 科 目

6,147,500会費収入

事
業
活
動
に
よ
る
収
入

717,454寄付金収入

26,495,319経常経費補助金収入

73,321,224受託金収入

31,055,758介護保険事業収入

12,367,409障がい福祉サービス等事業収入

43,069受取利息配当金収入

1,098,448その他の収入

151,246,181事業活動収入計

4,500,000積立資産取崩収入そ
の
他
の

活
動
に
よ
る

収
入

4,500,000その他の活動収入計

決 算 額勘 定 科 目

126,960,703人件費支出

事
業
活
動
に
よ
る
支
出

12,147,944事業費支出

25,013,127事務費支出

2,610,000共同募金配分金事業費

2,657,000助成金支出

169,388,774事業活動支出計

1,627基金積立資産支出
そ
の
他
の

活
動
に
よ
る
支
出

221,400その他の活動による支出

223,031その他の活動支出計

【収入の部】 【支出の部】 （単位:円）

▲13,865,624当期資金収支差額合計

79,991,870前期末支払資金残高

66,126,246当期末支払資金残高貸借対照表 令和7年３月３１日現在

負債の部資産の部

金 額勘 定 科 目金 額勘 定 科 目

12,215,581流動負債72,182,781流動資産

2,006,226事業未払金53,405,198現金預金

3,045,493未払費用16,660,922事業未収金

1,004,816職員預り金22,742未収金

6,159,046賞与引当金2,071,259未収補助金

12,215,581負債の部合計22,660前払金

純資産の部173,623,590固定資産

1,000,000基本金29,712,200基本資産

1,000,000第１号基本金6,328,300土地

110,208,750基金22,383,900建物

110,208,750福祉基金1,000,000定期預金

20,945,791国庫補助金等特別積立金143,911,390その他の固定資産

29,730,972その他の積立金1,136,377構築物

20,311,269運営資金積立金2,209,040車両運搬具

9,419,703たすけあい資金積立金514,801器具及び備品

71,705,277次期繰越活動増減差額110,208,750福祉資金積立資産

▲21,363,068（うち当期活動増減差額）54,000貸付事業貸付金

233,590,790純資産の部合計20,311,269運営資金積立資産

245,806,371負債及び純資産の部合計9,419,703たすけあい資金積立資産

20,000差入保証金

37,450⾧期預け金

245,806,371資産の部合計

令和6年度決算 （法人全体）



給 与 額職 務 の 級区 分

184,800円１級１号高 等 学 校 卒

199,200円１級１１号短大・専門学校卒

215,100円１級２１号大 学 卒

備 考報 酬 額区 分備 考報 酬 額区 分

年 額28,000円理 事年 額150,000円会 ⾧

年 額60,000円監 事年 額80,000円副 会 ⾧

日 額3,000円評 議 員月 額150,000円常務理事

役員等の報酬ならびに職員給与について

【
役
員
な
ら
び
に

評
議
員
の
報
酬
】

【
職
員
の

初
任
給
基
準
】

【問い合わせ】陸前高田市社会福祉協議会 総務部門 電話:５４-５１５０／５１５1 担当:安田、小水内

当会役員等の報酬は、「社会福祉法人陸前高田市社会福祉協議会役員等の報酬及び費用弁償規程」に基づき支
給しており、職員の給与は、「社会福祉法人陸前高田市社会福祉協議会職員給与規程」に基づき支給しています。

みんなの畑プロジェクト

みんなの畑の看板を、高田高校美術部の生徒にイラストを
描いていただき、 ６月１１日(水)設置いたしました。
また６月１２日(木)には、高田小学校１年生と地域の皆

さんと、さつまいもの苗植えが行われました。天気もよく、
ちからを合わせて苗を植えたり、お話したり憩いの場とな
りました。
毎週水曜日には、一服(いっぷく)の場として畑を開放し

ておますので、お気軽にお立ち寄りください。

～ 憩う・行こ ～

当日の様子などInstagramに動画も投稿
しましたので、ご覧ください。
今後も随時、情報アップしていきます。

お腹いっぱいを子どもたちに

夏休み中の食料支援の要請は、通常の倍以上
にもなります。皆さんの周りに眠っていたり、
買い過ぎた食料品はありませんか?その一品に
は子どもたちを「笑顔」に変える力があります。

皆様のご協力よろしくお願いいたします!

缶詰、レトルト食品瓶詰、ふりかけ、乾物
お米（前年度産までのもの）、麺類、贈答品など。
※ 特におかず類が不足しています｡

- ご提供いただきたい食品 -

楽しいはずの夏休みなのに…

◆ マイヤ高田店・アップルロード店
◆ 社会福祉協議会事務所

（保健福祉総合センター内）
◆ 市役所 1階
◆ 陸前高田市コミュニティホール
◆ 陸前高田アムウェイハウス まちの縁側

【 フードポスト設置場所 】

賞味期限まで1ヵ月以上、常温保存可能なもの
未開封のもの、賞味期限の記載のあるもの

あんしんねっと

※利用料金 １回１時間あたり1,300円です。
生活保護を受けている方は無料です。

【問い合わせ】
「くらし応援窓口」電話:54-5150/5151 担当:上野

「日常生活自立支援事業」のご案内

さまざまな福祉サービスの利用に関する情報の
提供、相談、利用料金の支払い など。

年金、福祉手当の受領に必要な手続き。
税金、公共料金や医療費などの支払い手続き。

大切な印鑑や証書などの管理。

福祉サービスの利用援助

日常的な金銭管理サービス

書類等預かりサービス

「日常生活自立支援事業（愛称「あんしんねっ
と」）とは、認知症高齢者・障がい者など判断能
力が不十分な方の福祉サービスの利用手続きの援
助や代行、それにともなう日常的金銭管理などを
行なう事業です。
皆さんの権利を守り、地域で安心して生活が送

れるようお手伝い（支援）いたします。また岩手
県、市町村のほか、さまざまな福祉・医療機関と
の連携を大切にしています。

ikoiko 高田高校 イラスト作成の看板設置
高田小学校 さつまいもの苗植え

いこいこ



お困りごとなどありましたら、お気軽に地域の民生委員へご相談ください。写真掲載へのご協力ありがとうございました。
こんにちは赤ちゃん訪問事業は、赤い羽根共同募金の助成を受けて実施しています。

｢こんにちは赤ちゃん訪問｣は、お祝いをするとともに、子育ての不安や悩みをお聞きし、必要に
応じて適切なサービスにつなぐなど、お子様の成⾧を地域で見守るきっかけづくりを目的とし、
地域の身近な相談役である民生委員・児童委員さんが、赤ちゃんの生まれたお宅を訪問しています。

ホームページで、役員報酬規程の全文が読めます

【問い合わせ】陸前高田市共同募金委員会 電話:0192-54-5150/5151 担当:小松

【ストラップは工夫次第でこんなに使えます】・スマホや携帯電話を取り付ける
・定期入れとして使う・ボールペンやキーを取り付ける・社員証入れとして使う

≪ 令和7年４・５月生まれの
赤ちゃんをご紹介 ≫

市民の皆さまには共同募金へのご理解、ご協力をいただき心より感謝申し上げます。
昨年度も戸別募金、職場での募金等、さまざまな形でご協力をいただき厚くお礼
申し上げます。
さて、今年度は赤い羽根限定「ゆめちゃんネックストラップ」を作製いたしました。
これは、令和4年度に作製したストラップをリニューアルしたものです。
非売品となっており、募金寄付者の方にのみ差し上げます。
ストラップの協力金(1,000円以上)は、全額赤い羽根共同募金として寄付され

「じぶんの町を良くするしくみ」として、地域福祉のために役立てられます。
今年も10月1日（日）より、全国一斉に赤い羽根共同募金運動が展開されます。

皆さまの赤い羽根共同募金へのご協力どうぞよろしくお願いいたします。


